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１．背景と目的














　 The project of Rehabilitation EMA was conducted by Shichigo Elementary School of Sendai 
and Tohoku Institute of Technology. EMA means a votive picture tablet of a horse, and 
Rehabilitation EMA is made of wasted corrugated cardboard. The purpose of this project is to 
rehabilitate children’s mind by making Rehabilitation EMA. This activity is consist of 8 faces as 
follows: Lecture, Making EMA, Drawing wish on EMA, Exhibition in a school, Exhibition at 
public, Pray by Shinto priest, Burning EMA for sending wish to heaven, Making work books. As 
a result, 95.4% of children enjoyed this activity from a questionnaire research. It will be continued 
at Shichigo Elementary School and Kita-Rokubancho Elementary School on the year 2012.  
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４．２． 絵馬の制作（ 11 月 16 日 水曜日）
絵馬の制作に関する説明と制作を行った（図３，４）。時間は８：50 ～ 12：25 の３時間
35 分間（１～４時間目）で，各組１時間ずつ行った。会場は図工室で，スタッフは七郷小
の教員（各クラス担任，学年主任ほか）と大学からの教職員４名と学生スタッフ 14 人であ






４．３． 絵馬への絵付け（ 11 月 18 日 金曜日）













































































し，否定的意見の合計については 17 人（ 11.6％）であった。およそ１割強の児童たちが
うまく作れなかったと回答している。Q ３は絵馬への絵付けについての質問である。ほぼ
Q ２と同様の傾向が見られるが，否定的意見の合計が 20 人（ 13.5％）で若干多い。そこで，
これら Q ２と Q ３のクロス集計を行なった（図 12）。
図 12 から，うまく作れた児童ほどうまく描くことができ，逆にうまく作れなかった児童
ほどうまく描けない，という傾向が読み取れる。特に，「全くうまく作れなかった」児童が「全
くうまく描けなかった」と回答する
割合は 100％である。この結果から，
『作る』『描く』は別々な作業ではな
く，むしろ同じと考えられる。今後，
より肯定的傾向を高める上では両方
の課題点を克服できる方策が必要で
ある。
Q ４は取り組み全体についての感
想について回答してもらった。制作
や絵付けに苦労しながらも，95.4％
の児童が肯定的意見であることか
ら，全体的には好印象だったと判断
できる。
６．展望と課題
子ども達の心のケアを目的に行なってきた取り組みであるが，取り組みへの様子や９割
近くの子ども達が楽しんでくれたことから判断すると，おおむね良好な取り組みであった
と判断できる。しかし，心の問題はデリケートであり時間が必要である。劇的に変わらず
とも，本取り組みがそのきっかけになれば至極恐悦である。なお，否定的な意見を持った
児童が数名みられたが，彼らについては別途ケアを行なう必要がある。幸い仙台市立小学
校には各校にスクールカウンセラーがいるため，担任や家族とも連携しながら進めていく
ことが望ましいと考える。また，そのための体制づくりも今後必要である。
また，平成 24 年度は，引き続き七郷小学校の新５年生を対象に行なうが，新に仙台市
立北六番丁小学校の全学年，および仙台市立中野小学校５，６年生を対象に実施すること
となった。また，この取り組みは仙台市福沢市民センター，仙台市福室市民センター，仙
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台東照宮とも連携した取り組みである。少しずつではあるが，本取り組みが広く深く浸透
しているようである。将来的には，他の被災地域でも実施していきたいと考えている。
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